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島根県教育委員会では、島根県内の中近世城館跡の把握のため、平成 5年度から国庫

補助を受けて分布調査を実施してきました。本書は、そのうち、石見部の分布調査にか

かる報告書であります。

中世の石見地方においては、大陸との交易にかかわった益田氏や周布氏、山問部の吉

見氏、小笠原氏などの有力な豪族が割拠 し、各地に居城を置き、周囲に多くの城砦を築

いておりました。また、日本有数の銀鉱山であった石見銀山をめぐる争奪戦にかかる城

も多く造られました。近世においては、浜田藩と津和野藩の 2藩が置かれ、浜田城、津

和野城がありました。しかし、これらの城跡の内、おおよその様子がわかるものは、史

跡に指定されている津和野城跡、七尾城跡、山吹城跡などわずかなものに限られており

ました。

この度の分布調査においては、約500の 城館跡が確認されるとともに、今までに知ら

れていなかった郭や堀切など城館の詳しい内容を把握することができました。この石見

地方の城館跡分布調査の成果が、中近世の地域史の解明と埋蔵文化財の保護と活用に役

立てば幸いに思います。

最後に、調査員の方々と指導を得ました諸先生には、急峻な山々に築かれた数多くの

城館跡を精力的に踏査いただきました。その苦労に対し、心から感謝いたします。また、

文化庁並びに関係市町村教育委員会の各位には、指導、協力を得ましたことを厚くお礼

申し上げます。

平成 9年 3月

県教育

原

委穀
茂

荻育長

法
清 治



口

と、本書は島根県が国庫補助金の交付を受けて、平成 5年度から平成 9年度までの 5カ年計画で実施

中の県内中近世城館跡分布調査のうち、平成 5年度から平成 8年度の 4カ 年で実施 した石見部 (島

根県西部地方)に関する分布調査の報告書 〈第 1集 石見の城館跡〉である。

2、 調査は、島根県教育委員会が主体となり、文化庁等の指導を受けながら、県内各地域ごとに委嘱

した調査員を中心に、市町村教育委員会等の協力を得て実施 した。

3、 本書は、本文及び城館跡分布図、城館跡一覧、主要城館跡の解説・略測図、城館跡関連の文献一

覧で構成 した。

4、 本書の編集は、提出された調査カー ドをもとに、調査指導者、調査員等の協力を得ながら、事務

局 (島根県荻育庁文化財課 埋蔵文化財調査センター 主事 錦田剛志)カミ行なった。

5、 本書の執筆は、提出された調査カー ドをもとに、委嘱調査員のうち 3名 (今岡、寺井、山根)と

事務局担当者 (錦田)カミ行ない、必要な箇所には文責を明示 した。

6、 本書に掲載する城館跡分布図は、国土地理院長の承認を得て同院発行の 2万 5千分の 1の地形図

を3万 5千分の 1に縮小 して複製のうえ作成 してある。 (承認番号)平 9中複、第16号

なお、図中において遺跡の箇所は赤色の線で表現しているが、これは、遺跡の明確な範囲を表 し

たものではなく、現時点における現地表面観察に基づいたおよその位置を表したものである。

7、 本書に掲載する城館跡一覧は、提出された調査カードの記載内容に依拠 し、事務局担当者 (錦田)

の責任で作成 した。

8、 本書に掲載する主要城館跡の略測図は、各調査員から提出された図面をもとに、調査員の今岡、

寺井、山根と事務局が修正及び浄書を行なって掲載 した。なお、各調査員から提出された原図を重

視 し、原則的には極端な改変、表現方法の統一は行なっていない。

9、 本書の第Ⅱ章に掲載する城館跡関連の史料一覧の作成については、島根県教育庁文化課 (古代文

化センター)佐伯徳哉氏の協力を得た。

10、 本書の編集に際し、カー ド整理、一覧表作成、分布図及び略測図作成について、以下の方々の協

力を得た。 吉岡朋子、守屋かおる、松野美小恵

11、 本書の記載内容については、出来る限り正確を期したが、今後さらに詳細な確認が必要と思われる。

不明な点があれば、島根県教育委員会文化財課へ照会いただきたい。なお、本書で使用した学術的

な専門用語については、各調査員の姿勢を重視 し、基本的には統一していない。

12、 本調査により作成 された調査カー ド、写真、略測図等は、島根県教育庁文化財課 (埋蔵文化財調

査センター)に保管してある。
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第 I章 調査の目的と経緯



第 I章 調査の目的と経緯

1 調査の目的

近年の島根県における開発事業の進展は目覚ましいものがあり、これに伴って破壊の危機に瀕する

遺跡が急増 している。丘陵や山間部に構築されることが多い中世 (一部近世を含む)の城館関連の遺

跡もその例外ではなく、開発の波にさらされる事態が生じつつある。

また一方で、住民の歴史、特に郷土史への理解と関心が高まりを見せる中で、中近世の地方史を端

的に物語る遺跡として、城館跡を歴史公園等として保護、活用する事例も数を増 しつつある。

こうした状況を鑑み、これまで総合的な調査研究はほとんど手付かずであった県内に多数残存する

中近世の城館跡について、その所在、遺構の状況を早急に確認し今後の当該遺跡の保護・活用と開発

との適正な調整を図る基礎的な資料を得るため詳細分布調査 (悉皆調査)を国の補助事業として実施

することにした。

2 調査対象

島根県内の中世を中心とする時期 (一部近世も合める)に築かれた城館に関連する遺跡とする。

3 調査計画と経過

調査を開始した平成 5年度当初は、平成 7年度までの 3カ 年で終了する計画であった。しかし、調

査の進捗に連れ確認 される城館関連の遺跡数が予想を大幅に上回ることとなった。そこで、平成 7年

度当初において、当初の 3カ年計画を見直 し、 2カ年延長した以下の 5カ年にわたる全体計画で実施

している。したがって、本書の刊行をもって、 4年度目が終了したこととなる。

(1)〈 平成 5年度〉

ア 事業内容 文献調査・地図調査 。現地踏査 (石見部を重点的に実施 )

イ 実施期間 平成 5年 5月 31日 ～平成 6年 3月 31日

ウ 事 業 費 3,000,200円 (う ち国庫補助金の額1,500,000円 )

(2)〈 平成 6年度〉

ア 事業内容 文献調査・地図調査 。現地踏査 (出雲部、隠岐部を重点的に実施 )

イ 実施期間 平成 6年 7月 31日 ～平成 7年 3月 31日

ウ 事 業 費 3,000,016円 (う ち国庫補助金の額1,500,000円 )

(3)〈 平成 7年度〉

ア 事業内容 文献調査 。地図調査 。現地踏査 (県内の調査未了地域を重点的に実施 )

イ 実施期間 平成 7年 7月 3日 ～平成 8年 3月 31日

ウ 事 業 費 2,700,196円 (う ち国庫補助金の額1,350,000円 )

(4)〈 平成 8年度〉

ア 事業内容 文献調査・地図調査 。現地踏査 (石見部の重要地域を重点的に実施 )

報告書作成 (〈 第 1集〉「石見の城館跡」 )
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イ 実施期間

ウ 事 業 費

(5)〈 平成 9年度

ア 事業内容

イ 事業期間

ウ 事 業 費

平成 8年 6月 10日 ～平成 9年 3月 31日

4,000,000円  (う ち国庫補助金の額2,000,000円 )(予定額 )

(予定)〉

文献調査 。地図調査・現地踏査 (出雲部、隠岐部の重要地域を重点的に実施)

報告書作成 (〈 第 2集 〉「出雲、隠岐の城館跡」 )

未  定

未  定

井上寛司 (島根大学法文学部教授)、 千田嘉博 (国立歴史民俗博物館助手 )

石井 悠、稲田 信、今岡 稔、岩崎 健、駅場春樹、遠藤浩巳、大森隆雄、岡 一宏、

片岡詩子、嘉戸 理、金築 基、兼 常磐、吉川 正、木原 光、桑原紹一、佐伯充男、佐々

本芳資郎、杉原清一、隅田正三、寺井 毅、中田健一、永嶺常磐、西尾良一、西田 保、

日高 亘、藤原友子、松山智弘、的場幸雄、三宅博士、宮本徳昭、森口正和、山崎祐二、

山根正明、渡辺友千代 (委嘱者34名 )

文化財課職員 (調査担当 埋蔵文化財調査センター企画調整係主事 佐伯徳哉 )

教育庁文化課。埋蔵文化財調査センター

広沢卓嗣 (課長)、 勝部 昭 (セ ンター長)、 山根成二 (課長補佐 )、 久家儀夫 (課長補佐)、

中島 哲 (文化係長 )、 工藤直樹 (企画調整係主事)、 佐伯徳哉 (同主事 )

県内各市町村教育委員会

特に無し

石井 悠、稲田 信、今岡 稔、上田律夫、駅場春樹、遠藤治巳、大森隆雄、岡 一宏、

片岡詩子、嘉戸 理、門崎 清、金築 基、兼 常磐、吉川 正、木原 光、佐伯充男、

榊原信也、佐々木功享、佐々本芳資郎、杉原清一、隅田正三、田中迪亮、田部重夫、常

角 敏、寺井 毅、永井宏昌、中田健一、永嶺常磐、西尾良一、日高 亘、藤原友子、松

山智弘、的場幸雄、三浦充博、三宅博士、宮本徳昭、村尾秀信、森口正和、柳井雅行、人

幡賢一、山尾一郎、山崎 誠、山崎祐二、山根正明、柚原恒平、渡辺友千代 (委嘱者46名 )

文化財課職員 (調査担当 埋蔵文化財調査センター企画調整係主事 錦田剛志 )

教育庁文化課・埋蔵文化財調査センター

広沢卓嗣 (課長)、 勝部 昭 (セ ンター長)、 野村純― (課長補佐)、 佐伯善治 (課長補佐)、

中島 哲 (文化係長)、 工藤直樹 (企画調整係主事)、 錦田剛志 (同主事)

4 調査体制

調査主体は、島根県教育委員会とし、事務局を島根県枚育庁文化財課 (埋蔵文化財調査センター)

が努めた。調査にあたっては、文化庁等関連諸機関の指導を仰ぎ、県内各市町村狭育委員会の協力を

得て、県内在住の委嘱調査員及び文化財課 (埋蔵文化財調査センター)職員がこれに従事した。各年

度の調査体制の詳細は以下のとおりである。 (以下、敬称を略し、職名は当時のものを記す。)

(1)〈 平成 5年度〉

ア 調査指導

イ 調 査 員

ウ 事 務 局

工 調査協力

(2)く 平成 6年度〉

ア 調査指導

イ 調 査 員

ウ 事 務 局
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工 調査協力

(3)〈 平成 7年度〉

ア 調査指導

イ 調 査 員

ウ 事 務 局

工 調査協力

(4)〈 平成 8年度〉

ア 調査指導

イ 調 査 員

県内各市町村教育委員会、佐伯徳哉 (島根県古代文化センター
)

伊藤正義 (文化庁記念物課史跡部門文化財調査官 )

石井 悠、伊藤尚史、稲田 信、今岡 稔、上田律夫、駅場春樹、遠藤浩巳、大森隆雄、

岡 一宏、片岡詩子、嘉戸 理、門崎 清、金築 基、兼 常磐、吉川 正、木原 光、

佐伯充男、榊原信也、佐々木功享、佐々本芳資郎、杉原清一、隅田正三、田中迪亮、田

部重夫、常角 敏、寺井 毅、永井宏昌、中田健一、永嶺常磐、西尾良一、日高 亘、藤

原友子、松山智弘、的場幸雄、三浦充博、三宅博士、宮本徳昭、村尾秀信、森口正和、柳

井雅行、人幡賢一、山尾一郎、山崎 誠、山崎祐二、山根正明、柚原恒平、渡辺友千代 (委

嘱者47名 )

文化財課職員 (調査担当 埋蔵文化財調査センター企画調整係主事 錦田剛志)

教育庁文化財課・埋蔵文化財調査センター

勝部 昭 (課長)、 宍道正年 (セ ンター長)、 森山洋光 (課長補佐 )、 佐伯善治 (課長補佐)、

西山 彰 (文化財係長 )、 澁谷昌宏 (企画調整係主事)、 錦田剛志 (同主事)

県内各市町村教育委員会、佐伯徳哉 (島根県古代文化センター)

福島克彦 (京者卜府乙訓那大山崎町 大山崎町歴史資料館学芸員)

石井 悠、伊藤尚史、稲田 信、今岡 稔、上田律夫、駅場春樹、遠藤浩巳、大森隆雄、

片岡詩子、嘉戸 理、門崎 清、金築 基、兼 常磐、吉川 正、木原 光、榊原信也、佐々

木功享、佐々本芳資郎、杉原清一、隅田正三、日中迪亮、田部重夫、常角 敏、寺井 毅、

永井宏昌、中田健一、永嶺常磐、西尾良一、日高 亘、藤原友子、松山智弘、的場幸雄、

三浦充博、三宅博士、宮本徳昭、村尾秀信、森口正和、柳井雅行、人幡賢一、山尾一郎、

山崎 誠、山崎祐二、山根正明、柚原恒平、渡辺友千代 (委嘱者45名 )

文化財課職員 (調査担当 埋蔵文化財調査センター企画調整係主事 錦田剛志)

教育庁文化財課・埋蔵文化財調査センター

勝部 昭 (課長)、 宍道正年 (セ ンター長)、 森山洋光 (課長補佐)、 古埼蔵治 (課長補佐 )、

西山 彰 (文化財係長 )、 洗谷昌宏 (企画調整係主事)、 錦田剛志 (同主事)

県内各市町村荻育委員会、佐伯徳哉 (島根県古代文化センター)

ウ 事 務 局

工 調査協力

5 調査内容と方法

調査内容と方法は、本調査の第一義的な目標である、未確認の城館跡を発見すること、城館跡の所

在と立地点を明確に把握すること、そして城館跡を取り巻く歴史的背景を把握することを主眼に、①

城館に関連する文献及び地図類の調査 ②城館跡もしくは関連遺跡、伝承地等の現地踏査と写真撮影、

略測図による記録化 (調査カードの作成)③ 分布図、略測図 (縄張図)、 一覧表からなる報告書の

作成 の3点に絞り込んだ。このうち、②については委嘱した各調査員が次に示す「島根県中近世城

館跡分布調査カード」を作成することで主動的に実施し、①と③については、提出された調査カード

をもとに事務局担当者が一部調査員等の協力を得て主体的に実施した。
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整理番号       1追 跡地図番号 1新     旧
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誌オ 史跡 他 指定 国、県、市、町、村、    ;史帥、その他

保
　
存
　
度

力 法律条例との関係 都市計画法 (市衡化区域、市街化調整区域) そ

の

他

キ 管 理 状 況
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物

発
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間

由

期

理

伝

承 伝承者氏名 ;

研

究

・

報

告

書

執 筆 者 題 名 発行所掲載紙 備  考

歴

史

１

２

３

４

築城者

築城時期

存続期間

主要居域渚

(実物A4版 4頁 1組 )

島  根  県     中近世城館跡分布調査 カー ド 1

島  根  県      中近世城館跡分布調査 カー ド 2

歴

史

5、 主な事件・落城・廃城など

6、 築城から廃城まで城館に加えられた変化

歴

史

的

状

況

農業・手工業関係

集落との関係

宗教 。信仰関係

古戦場 (首塚など)

7、 関連する城館

歴

史

的

状

況

1、 交通路

2、 商業関係

性  格 1  恒久的城館・臨時城砦
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第 I章 調査の成果



1 現地踏査の概要

この度石見部において調査対象となった城館跡数は、総計476カ 所、うち未踏査及び詳細が不明な

城館跡数は82カ 所、既に大部分もしくは全てが破壊されるなどして消滅した城館跡数は、14カ所であ

った。市町村別の調査対象となった城館跡数の内訳は下表の通りである。なお、下表の数値は、複数

の市町村にまたがって立地する城館跡について、各市町村ごとに計上した数値である。

石見部市町村別調査対象城館数一覧表

略将 市 田]村 名
調査対象

城館跡数

調査対象城館数内訳

遺橋現存遺跡 未踏査及び不明箇所 消 滅 箇 所

a 大 田 市 44 36 8 0

b 運 摩 郡 仁 摩 町 19 19 0 0

C 適摩部温泉津町 可フ 15 可

d 江 津 市 35 20 15 0

e 邑 智 部 屋 智 田] 29 22 6 1

f 邑 智 郡 大 和 村 22 12 10 0

g 邑智部羽須美村 16 15 1 0

h 邑 智 郡 瑞 穂 町 39 24 10 5

I 邑 智 郡 川 本 町 18 14 4 0

J 邑 智 郡 石 見 田] 18 15 2 1

k 邑 智 郡 桜 江 阿 12 9 3 0

I 浜 田 市 17 14 3 0

m 那 賀 郡 旭 町 ¶4 10 2 2

n 那 賀 部 金 城 田] 16 15 1 0

0 那 賀 部 三 隅 町 38 32 4 2

p 那 賀 郡 弥 栄 村 22 22 0 0

q 益 田 市 52 40 10 2

r 美 濃 郡 美 都 町 14 14 0 0

S 美 濃 郡 匹 見 阿 21 18 3 0

鹿 足 部 日 原 町 5 5 0 0

u 鹿 足 部 柿 木 村 4 4 0 0

V 鹿足郡六日市町 刊4 14 0 0

W 鹿足部津和野 m」 10 1 0

計口 49フ 399 84 14

-8-



城館跡分布図

1 調査対象とした全ての箇所を、調査員から提出された調査カー ドをもとに地図上に示 した。この

地図は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の 2万 5千分の 1の地形図を3万 5千分の 1

に縮小複製したものである。 (承認番号 平 9中複、第16号 )

2 島根県西部の石見地方全域に該当する地図は全56枚からなり、これらに下図のとおり便宜上の 1

～56の番号を付け、その番号と図幅名は次頁以下の分布図右上に示 した。

3 遺跡番号は、頭に各市町村に宛がった a～wの略号 (前頁 :城館数一覧表を参照)を付 し、続い

て市町村ごとの一連番号を付けた。 (例)大田市 :al、 a2、 a3…

この番号は、本書の第Ⅱ章「3 城館跡一覧」「4 主要城館跡の解説・略測図」と共通する。

なお、城館跡の位置が、複数の市町村に含まれる場合は、それぞれの市町村ごとに番号を付けた。

4 遺跡の位置は、赤色で表示しているが、これは遺跡の明確な範囲を表したものではなく、現時点

におけるおよその位置を示したものである。表示方法は以下のとおりである。

●
ね

o:明 確な遺構が認 られ、現存する遺跡の箇所

i:):未踏査及び不明箇所 (遺構が不明確な箇所、伝承のみ残存する箇所等 )

× :消減箇所 (かつて遺構が存在 したが、大部分もしくは全てが破壊 された箇所 )

-9-
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